
ひかりdeトーク(S)重要事項説明書 

「ひかりdeトーク(S)」について 
「ひかりdeトーク(S)」はソフトバンクグループと提携し、当社が提供するサービスです。 

加入者どうし(当社のひかりdeトーク(S)加入者およびソフトバンク「BBフォン(M)」「BBフォン」「ケーブルライン」「おうちのでんわ」「ホワイト光電話」「おとく光電話」加入

者およびソニーネットワークコミュニケーションズ「NURO光でんわ」加入者)の通話が無料となるIP電話サービスです。 

ご契約について 

〇ご注意 

1.「ひかりdeトーク(S)」はKCT光インターネットサービス1契約につき最大3番号まで契約が可能となります。 

2.「ひかりdeトーク(S)」のご契約にあたっては、「ひかりdeトーク(S)契約約款」にご同意いただきます。 

3.「ひかりdeトーク(S)」は集合住宅にお住まいの方は建物の設備の状況等によりサービスのご提供ができない場合がございます。 

4.インターホン機器の共用について 

 インターホン機器を共用している場合は、別途配線工事が必要となります。 

 このような追加工事はお客様のご負担となります。 

5.ホームセキュリティサービスについて 

 電話回線を利用したホームセキュリティサービスはご利用いただけない場合がございます。 

 詳しくは、ご契約されている警備会社等へご連絡をお願いいたします。 

6.ガス·水道検針、遠隔遮断システムについて 

 ガス漏れなどの自動通報サービスや遠隔遮断、その他電気、ガス、水道等の自動検針サービスをご利用されている場合には、「ひかりdeトーク(S)」ではご利用できなくな 

 る場合がございます。ご契約されているガス会社等へご連絡をお願いいたします。 

7.ホームテレホン、ビジネスホン 

 一部機種によっては使用できなくなる場合があります。予めご了承ください。 

8.FAXのご利用について 

 FAXについては電話機器や回線の状況により、稀に使用できない場合がございます。FAXの送受信等についてのサポートは承りかねますので、各FAXメーカーにお問い合わ 

 せください。 

9.ACR/LCR/0036/0039などの自動ダイヤル機能について 

 ACR/LCR/0036/0039などの自動ダイヤル機能をオンにしたまま利用すると、「ひかりdeトーク（S）」をご利用できなくなりますので、その機能を解除していただきます。 

 解除方法については各電話機メーカーにお問い合わせください。 

10.災害時優先通信について 

 「ひかりdeトーク(S)」は「災害時優先通信」には対応しておりません。 

 「災害時優先通信」とは、災害発生時に総務省の特定する機関(例:病院、消防署等)の通信を優先して接続する機能です。 

 総務省の特定する機関であって災害時優先通信を必要とする場合は、当該機能を有する通信回線を別途ご利用いただく必要がございます。 

11.「ふれあい案内」について 

 「ひかりdeトーク(S)」では、「ふれあい案内」はご利用になれません。 

 「ふれあい案内」とは、NTT東日本およびNTT西日本が行っている福祉サービスで、各種障害者手帳をお持ちの方の一部を対象に、電話番号案内を無料とするサービスです。 

12.下記サービスをご利用中の場合、「ひかりdeトーク(S)」をお申込みいただけない可能性があります。NTT東日本·NTT西日本の「ご利用料金内訳書」等、現在ご利用中の電話会社 

 からの請求書等で各項目についてご確認ください。 

 1.フリーダイヤルまたはフリーアクセスをご利用の場合 

 ※フリーダイヤル·フリーアクセスとは、こ契約されている電話番号のほかに、0120や0800等で始まる電話番号を契約し、外部から通信料金無料（受信者払い）の電話を受け付け 

  るサービスです。 

 2.その他下記サービスをご利用の場合 

 ●110番、119番直接通報装置 

 ●高齢者向け緊急通報システム 

 ●0035で始まる電話番号へ発信することが利用できるサービス 

 ●ボイスワープセレクト 

 ●0180番号を利用して提供する、でんわばん、電話会議、メッセージイン等 

 ●視聴者参加型通信サービス 

〇住所 

ご利用場所は、緊急通報受理機構「警察(110)、海上保安(118)、消防(119)」へ正しく通知するためにとても大事な情報になります。「ひかりdeトーク(S)」でご登録いただくご利

用場所が間違っていると、緊急通報受理機構から迅速な対応ができない場合がございます。 

〇「一般番号ポータビリティ」について 

1.「ひかりdeトーク(S)」をお申込みの際、それまで利用していたNTT回線は利用休止または解除する必要があります。NTT加入電話等からの切替の場合は、当社が代行してNTT加入 

 電話等の解除または休止のお手続きをさせていただきます。解除された場合は、NTT加入電話等への再加入時に、施設設置負担金等が必要となります。また「一般番号ポータビリ 

 ティ」サービスの手続きにおいて必要な各種契約者情報について、現在利用中の電話サービス提供事業等とソフトバンク株式会社で共有いたします。 

2.「一般番号ポータビリティ」サービスにより、現在ご利用中の電話番号を引き続きご利用いただけます(一部ご利用いただけない電話番号があります)。また、新規に電話番号を 

 取得する場合は、当社から新たに電話番号を付与させていただきます。 

3.現在ご利用されている電話番号を変えずに弊社電話サービスへの切り替えを行う場合、現在ご利用中のサービス提供事業者の電話サービスは弊社にて解約手続きを行わせていた 

 だきますので原則付加サービスを含め解約されますが、光回線等のアクセス回線の廃止が必要な場合等は、お客様から現在ご利用中のサービス提供事業者に廃止手続きを行って 

 いただく必要がございます。付加サービスの解約やアクセス回線の廃止等、詳しくは現在ご利用中のサービス提供事業者までご確認ください。 

4.現在ご利用中の電話サービスの解約に伴い、違約金や解約金等が発生する可能性がありますので必要に応じ現在ご利用中のサービス提供事業者へお問い合わせください。必要に 

 応じてお申込書にご記載の連絡先に現在ご利用中のサービス提供事業者から連絡がある場合がございます。 

5.「一般番号ポータビリティ」ご利用の場合、電話の切替工事に伴い、緊急通報機関からの折り返し含め一時的に電話サービスがご利用いただけなくなる場合がございます。 

6.ご利用場所（設置場所住所）の変更を伴う番号ポータビリティ工事の場合、変更先住所ではサービス提供エリア外等の理由により、現在ご利用中のサービスにはお戻りいただけ 

 ない場合がございます。変更先住所でのサービスの利用可否につきましては、現在ご利用中のサービス提供事業者までご確認ください。 

7.総務省の定める同一番号区画内への移転と同時に「一般番号ポータビリティ」を利用して当社サービスをご契約いただく場合、移転先のご住所が現在ご利用中の事業者のサービ 

 ス提供エリア外である等の理由により、現在ご利用中のサービスに戻れない可能性がございます。 

8.現行、総務省の定める番号区画と異なる市外局番で利用の電話番号につきましては住所の変更を伴う場合、同一番号区画内であっても継続してご利用いただけない場合がありま 

 す。 

9.「一般番号ポータビリティ」サービスはご利用にあたり、以下の提供条件があります。 

※「一般番号ポータビリティ」参加事業者が提供する固定電話番号（0ABJ）であること。(ただし、NTT地域会社の固定電話番号においては、電話種類が公衆電話、臨時電話、支店 

 代行電話以外の電話種類にて利用する番号であること)。 

10.お客様が利用休止等するNTT東日本·NTT西日本の電話サービス等において、以下のNTT東日本·NTT西日本以外契約会社のサービス等を利用されている場合、利用休止等の工事日ま 

 でにお客様自らサービス等の契約会社等に対して、当該サービスの継続利用の可否をご確認していただき、必要に応じて廃止手続き等を実施していただきます。 

 ①検針(電気·ガス·水道)、②セキュリティーサービス(警備会社)、③DSL重畳型サービス、④フリーダイヤル·フリーアクセス等、⑤Fネット 

11.お客様が利用休止等するNTT東日本·NTT西日本の電話サービス等が、NTT東日本·NTT西日本の通信機器端末等のリース料金·割賦代金の課金先電話番号となっている場合、利用休 

 止等の工事日までにお客様自らNTTファイナンス(株)へ連絡していただき、お支払い方法を変更していただきます。 

12.お客様が利用休止等するNTT東日本·NTT西日本の電話サービス等において、以下のサービス等を利用されている場合は、NTT東日本·NTT西日本は以下のとおり取り扱います。お客 

 様がその他の取り扱いをご希望する場合は、お客様自ら工事日までにNTT東日本·NTT西日本の116番に連絡していただき、その旨をお申し出ください。 

 * NTT東日本·NTT西日本のレンタル電話機等を利用している場合通信機器端末をNTT東日本·NTT西日本よりレンタルにてご利用している場合は、返却もしくは買取のお手続きが必 

   要となりますのでお客様自らNTT東日本·NTT西日本の116番へご連絡ください。当社からNTT東日本·NTT西日本に本回線の利用休止等について代行して申込み手続きを行います 

   が、それまでにお客様からご連絡がない場合は、NTT東日本·NTT西日本から当社に対し、お客様からNTT東日本·NTT西日本の116番へ連絡が必要な旨、通知する場合があります。 

 * NTT東日本·NTT西日本の通信機器端末の定額保守料金の課金先電話番号となっている場合、お客様には定額保守を継続利用していただきます。定額保守料は、NTT東日本·NTT西 

   日本から発行する電話料金の請求書とは別の請求書にて毎年お支払いください。 

 * NTT東日本·NTT西日本の「フレッツ」サービス等料金の課金先電話番号となっている場合NTT東日本·NTT西日本から発行する電話料金の請求書とは別の請求書にて毎月お支払い

ください。 

 * お客様が利用休止等するNTT東日本·NTT西日本の電話サービス等において、代表番号サービス·ダイヤルインサービス·iナンバーサービスを利用されている場合、代表番号サー 

   ビス等に関連する電話番号の当該サービスを全て廃止させていただきます。 

13.番号ポータビリティ等お申込みの円滑な実施等のため、NTT東日本·NTT西日本から当社に対し、NTT東日本·NTT西日本の電話サービス等に関する契約者情報(以下、当社のサービ 

 スの利用者に係わる本人性確認結果、質権の設定または差押えの有無に係わるものに限る。)を提供する場合があります。 

ご利用にあたり 

1.「ひかりdeトーク(S)」のご利用にはTAが必要になります。TAはレンタルにてご提供いたします。なおご利用料金は「ひかりdeトーク(S)」月額基本料に含まれます。 

※TAは当社からの貸与品となりますので、解約時には返却していただきます。紛失した場合は別途損害金をお支払いいただきます。 

2.「ひかりdeトーク(S)」はインターネット回線を利用したIP電話サービスです。インターネット回線の状態によって利用できなくなる場合がございます。 

3.停電やブレーカーの停止によりD-ONUとTAの電源が強制的に落とされた場合にはD-ONU、TAのリセットをお願いいたします。 

4.「ひかりdeトーク(S)」の通話明細は、WEB明細(https://webmeisai.itc.softbank.jp/web/resale-privatesite/cable/renewal-guide)でご確認ください。URLやIDパスワードは開 

 通後、お客様宛に郵送でお送りいたします。 

5.「ソフトバンクおうち割」、「ワイモバイルおうち割光セット(A)」のお申込みは、ソフトバンク/ワイモバイルショップでのお手続きが必要となります。 

複数番号サービスについて 

1.「ひかりdeトーク(S)」はKCT光インターネットサービス1回線につき、最大3番号で利用いただけます。 

2.NTT西日本の加入電話等から番号ポータビリティせず複数番号サービスを新たに利用開始する場合、「ひかりdeトーク(S)」専用の電話番号になります。 

3.「ひかりdeトーク(S)」に対応したHUBをご利用いただく必要があります。(HUB代/3,000円(税込3,300円)) 

4.「ひかりdeトーク(S)」オプションサービスもご利用いただく場合は、月額基本料に当該オプションサービス月額利用料を加算して請求されます。(1番号毎) 

5.「ひかりdeトーク(S)」複数番号のご利用には別途工事費が必要です。 

6.複数番号のご利用には、月額基本料に加え、1番号ごとユニバーサルサービス料·電話リレーサービス料および通話料が別途必要となります。 

7.加入電話等でこれまで利用していた電話番号をそのまま利用する場合、NTTより別途加入電話等の休止工事費3,000円(税込3,300円)(基本工事費/2,000円(税込2,200円)、交換等工 

 事費/1,000円(税込1,100円))が請求されます。(1番号毎) 

8.「ホワイトコール24」サービスにおいて、1つの携帯電話番号につき、複数の「ひかりdeトーク(S)」電話番号を登録することはできません。 

お引越し時について 

お引越し等で住所変更があった場合には、同じ電話番号での移動ができない場合があります。その場合、「ひかりdeトーク(S)」は解約・新規加入となり、電話番号が変更となりま

す。 

電話帳掲載について 

1.電話帳掲載については無料となります。 

 ただし、重複掲載については電話帳発行毎(通常1年毎)1掲載につき、500円(税込550円)となります。 

※重複掲載は、同じ電話帳に複数のお名前を掲載する場合やお客様の電話番号地域以外の電話帳に掲載する場合に発生します。 

2.電話帳掲載情報について 

 お申込みいただいた電話番号の電話帳掲載情報·104番号案内情報については、NTT東日本·NTT西日本以外の番号案内事業者、電話帳発行事業者にもNTT西日本より提供されていま 

 す。一部、NTT以外の電話帳発行事業者から発行される電話帳に掲載されない場合があります。 

3.電話帳の配布について 

 1)電話帳の配布を希望される場合は、別途タウンページセンター(電話:0120-506-309)へご連絡ください。 

 2)電話帳の配布は有料です。料金および支払い方法についても、あわせて上記タウンページセンターにご確認ください。 

個人情報の取り扱いについて 

お客様からお預かりする個人情報は、ソフトバンク株式会社と共同利用することを予めご了承ください。 

ユニバーサルサービス料について 

ユニバーサルサービス制度により、「ひかりdeトーク(S)」をご利用いただいてるお客様に、ユニバーサルサービス支援機関が公表する認可料金の相当額を「ユニバーサルサービス

料」として1電話番号毎にお支払いいただきます。 

※ユニバーサルサービス制度とは、NTT東日本·NTT西日本が提供しているユニバーサルサービス(加入電話·公衆電話·緊急通報などの国民生活に不可欠な電話サービス)を全国どの世 

 帯でも公平で安定的に利用できる環境を確保する為に必要な費用を、電話会社全体で応分に負担する制度です。 

※ユニバーサルサービス料の番号単価は半年に一度見直しを行うこととなっています。 

※ユニバーサルサービス制度の詳細は、ユニバーサルサービス支援機構である社団法人電気通信事業者協会のホームページ(https://www.tca.or.jp/universalservice/)または受付 

 (03-3539-4830)にてご確認ください。 

※ユニバーサルサービス料は回線が開通した翌月よりご負担いただきます。また、解約月や契約の休止中も料金がかかります。 

電話リレーサービス料について 

電話リレーサービス制度により、「ひかりdeトーク(S)」をご利用いただいているお客様に、1電話番号毎に「電話リレーサービス料」をお支払いいただきます。 

※電話リレーサービス料は、電話リレーサービス(聴覚障害者等の電話による意思疎通を手話等により仲介する)の提供を確保するためにご負担いただく料金です。 

 なお、電話リレーサービス支援機関(一般社団法人電気通信事業者協会)から1番号あたりの費用(番号単価)が公表されています。 

※認可料金は、電話リレーサービス支援機関が原則1年度ごとに算定し、総務大臣認可を経て決定される「番号単価」を指します。 

 詳しくは支援機関のホームページをご参照ください。(https://www.tca.or.jp/telephonerelay_service_support/) 

ご解約について 

1.「ひかりdeトーク(S)」を解約し、ご利用いただいていた電話番号をNTT西日本など他事業者での利用に変更する場合は、NTT西日本などの番号の変更先事業者へ事前に番号の継続 

 利用希望の旨をご申請ください。NTTなどの変更先事業者での番号ポータビリティの設定完了後、「ひかりdeトーク(S)」はご利用いただけません。 

2.変更先事業者での番号ポータビリティに要する時間、料金などについては変更先事業者へご確認ください。 

3.ライトプラン、i·ナンバーなどの電話番号で番号ポータビリティをされた場合、「ひかりdeトーク(S)」解約後、同じ番号を利用できないことがございます。電話番号の継続利用 

 可否につきましては、NTTのお手続き時にあわせてご確認ください。 

4.NTT回線の休止解除を行う際には、休止解除工事費等が別途NTT西日本より請求されます。 

5.そのほか、電話回線の新規敷設に関わる工事費用が別途発生する場合がございます。詳しい工事内容、工事金額につきましては、NTT西日本のお手続き時にあわせてご確認くださ 

 い。 

※「ひかりdeトーク(S)」は「ひかりdeトーク(S)契約約款」に基づきサービスを提供いたします。 
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